
 
 

 

 

 

 

 

 

SDGs の推進に向けた具体的な取組の普及及び推進を図るため、「かわさき SDGs パートナー」

の優れた取組を表彰する「かわさき SDGs 大賞 2025」について、最優秀賞２件及び優秀賞４件

の受賞者を決定し、１１月２１日（金）に受賞者の発表及び表彰式を川崎市役所本庁舎で行い

ました。 

 
１ 受賞者 
 

部門 種類 受賞者 申請タイトル 

地域・ 

社会 

部門 

最優秀賞 特定非営利活動法人 

姿勢教育の孝心会 

こどもまちびらき大作戦 

優秀賞 社会福祉法人檸檬会 

レイモンド川崎保育園 

住み続けられるまちをつくる保育園 〜異文化と共に

育つ子どもたち〜 

優秀賞 株式会社ロビーム 川崎発！小さな石窯が創る“大きなつながり”  

〜福祉・教育・地域をつなぐ実践モデル〜 

経営 

部門 

最優秀賞 ハヤシ・アンド・カンパニー 

株式会社 

世界最大級の新聞印刷会社(東日印刷株式会社)が 

手掛ける「新聞包装紙」の企画開発 

優秀賞 株式会社ジモティー 2 年 4 か月で 9.1 万点、400 トンの不要品リユース 

する官民連携事業、ジモティースポット 

優秀賞 日本ダスト株式会社 『NDK コンテナシステム』による CO2排出量削減を 

可能にするリサイクルルート処理 

２ 主催 

川崎市 SDGs プラットフォーム事務局 

（川崎市、川崎信用金庫） 

 

 

   

11 月 21 日（金）13 時～15 時 

川崎市役所本庁舎にて表彰式を

行いました！ 

【問合せ先】 
川崎市総務企画局都市政策部 

SDGs・国際連携推進担当 野本 

電話 044-200-3669 

表彰式の集合写真 

 

かわさき 
 

大 賞  

最 優 秀 賞 及 び 優 秀 賞 が 決 定 し ま し た ！ 

令和７年１１月２５日 

報 道 発 表 資 料 

川崎市（総務企画局） 

※受賞の種類について 

『地域・社会部門賞』 

・地域社会において、SDGs 達成に寄与する

優れた取組に対して与える賞、協働連携

や市域への波及効果を重視して審査 
 
『経営部門賞』 

・企業等の経営において、SDGs 達成に寄与

する優れた取組に対して与える賞、新規

独創性や持続発展性を重視して審査 



こどもまちびらき大作戦 

・ 中高大学生が主体となり、幼児や小学生からもまちづくりのアイデアを募集し、行政や企

業、商店街、地域団体と連携して、その実現に向けたイベントや活動の企画・運営を行って

いる。これまでの 2年間で計 514 件の応募があった。 

・ 学生自身が幼児や小学生の声も活動に反映する仕組みを構築し、年齢を越えた協働を通じて

子どもたちの当事者意識・創造力・社会性を育む活動を展開しており、小学生から中高生、

大学卒業後も継続的に参加する OBまで幅広い世代が関わっている。 

・ 2024 年度には SDGs ツアーやリアルお店屋さんごっこ、ハロウィンイベント、バザー、まち

びらき通信発行など多様な企画を通じて、地域全体を巻き込みながら「子ども主導のまちづ

くり」を実践。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界最大級の新聞印刷会社（東日印刷株式会社）が手掛ける「新聞包装紙」の 

企画開発 

・ 取引先の端材や廃材を活用した商品化を事業として展開する中で、東日印刷株式会社（毎日

新聞グループホールディングス）と連携し、新聞印刷の過程で発生する余剰紙や残紙を活用

して、小売店等で使用するオリジナル包装紙の作成を企画。 

・ オリジナル包装紙は業種ごとに多様な用途で活用されており、花や雑貨のラッピング、スイ

ーツ販売時の紙袋作成などを通じて、これまでの受注総枚数は 10 万枚を超えている。 

・ 余剰紙や残紙を再利用して資源の有効活用を図る包装紙は、デザイン性と機能性を兼ね備

え、店舗では個性を引き立てるツールとして、消費者宅では食材の保存などの二次利用にも

活用されており、持続可能な社会づくりに寄与している。 

 

 

 

 

 

 

   

【経営部門 最優秀賞】 ハヤシ・アンド・カンパニー株式会社（麻生区） 

残紙 オリジナル新聞包装紙の活用 

【地域・社会部門 最優秀賞】 特定非営利活動法人 姿勢教育の孝心会（幸区） 

SDGs ツアー 毎週日曜日の公園清掃活動 



住み続けられるまちをつくる保育園 〜異文化と共に育つ子どもたち〜  

・ 園児の約 4割が外国につながる子どもであることを背景に、多言語の絵本や様々な肌の色の

人形、アルファベット表の設置、UD フォントを活用した情報掲示の整備などを通じて、「違

いがあたりまえ」と感じられる保育環境づくりを推進している。 

・ 保護者との丁寧な関係づくりを重視し、外国籍の保護者には翻訳チラシや翻訳アプリが使い

やすいよう UD フォントを活用するなどの工夫のほか、保護者と共に 7 か国語の掲示物を作

成することで、「支援される側」から「共につくる仲間」への変化を促している。 

・ 法人内では、日本語を母語としない親子のためのマニュアルを作成しているほか、法人内外

を問わず、他園からの電話やメールによる相談に対応し、保育園を中心とした多文化共生へ

の理解と支援を広げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎発！小さな石窯が創る“大きなつながり” 〜福祉・教育・地域をつなぐ実践 

モデル〜 

・ 七輪の構造を応用し、少ない燃料で高温調理が可能な軽量本格ピザ窯「石窯 mini」を開発。

省燃料、低環境負荷、高い安全性を兼ね備えたこの調理器具は、家庭やキャンプイベント、

福祉施設、商店街、高校の文化祭など、さまざまな場面で活用されている。 

・ 福祉分野においては、ピザづくり体験を通じて障害のある方との交流を促進するとともに、

社会福祉法人に対して、タイルの分別作業などの業務を委託することで、作業機会の創出と

地域との連携を図っている。 

・ 教育分野においては、高校の文化祭などでピザの実演販売を行うことで職業教育を支援し、

体験の前後に環境教育を実施することで、生徒が実践的な学びを得るとともに、持続可能な

社会への理解を深める機会を提供している。 

 

 

 

 

 

   

【地域・社会部門 優秀賞】 社会福祉法人檸檬会 レイモンド川崎保育園（川崎区） 

石窯 mini ピザ作り体験 

【地域・社会部門 優秀賞】 株式会社ロビーム（幸区） 

「日本語を母国語としない親子が利用し

やすい園づくりガイドライン」を作成 

 

保護者と共に作成した「挨拶の雲」



2 年 4 か月で 9.1 万点、400 トンの不要品リユースする官民連携事業、 

ジモティースポット 

・ 市民が不要になった家具・家電・雑貨等を店舗に持ち込み、無料で引き取りを行っている。

リサイクルショップやフリマアプリ等で販売が困難な物品でも、再使用可能なものは地域情

報サイト「ジモティー」に掲載し、店舗に陳列することで販売または譲渡を可能としており、

令和 4 年 11 月からの 2 年 4 か月で約 9.１万点、400 トンの不要品リユースを実現している。 

・ 二次元コードや専用アプリを活用した独自システムにより効率的な運営体制を構築し、地域

需要に合わせた企業等との連携により持続的な展開を図っている。 

・ ごみの地域循環を促す啓発活動や直接的なごみ減量事業に加え、フードドライブの情報発信、

経済的に困難な世帯への学用品の譲渡など、地域課題に応じた SDGs 活動も実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『NDK コンテナシステム』による CO2排出量削減を可能にするリサイクルルート 

処理 

・ 工場に搬入された混合廃棄物を種類ごとに選別し、破砕または圧縮梱包を行うことで、本来

焼却や埋立処理されていた廃棄物も処理することが可能となり、リサイクル率の向上と CO2排

出量の低減に貢献している。 

・ リサイクルルートでの処理により、他社が単純焼却処理を行う場合と比較して、白石工場で

は約 27％、夜光工場では約 28％の CO2排出量削減を実現しており、環境負荷の軽減に寄与し

ている。 

・ 廃棄物は多様な場所・業種から発生することを踏まえ、自社処理と協力会社による処理を組

み合わせることで、ほぼすべての廃棄物に対応可能な体制を構築しており、柔軟なリサイク

ル処理の提案を通じて同業他社とも連携し、環境保全に貢献している。 

 

【経営部門 優秀賞】 株式会社ジモティー（東京都） 

ジモティースポット 独自の IT システムを構築 

【経営部門 優秀賞】 日本ダスト株式会社（川崎区） 

過去の受賞事例などかわさき SDGs 大賞の詳細はこちらを御参照ください→→ 

独自のリサイクルルートでの処理 


